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せっかく採集した砂試料ですから、実験室に持ち帰ってから、より詳しく

観察して記載したいものです。ここでは、皆さんが持ち帰った砂試料をスライ

ドガラスに固定して顕微鏡で観察し、記載する方法について簡単に解説します。

何を記載するのか？

科学研究においては、ただ見たままを記述するのを記載とは呼びません。

記載とは、ある点に着目して観察対象の特徴を記述することを言います。鉱物

を記載する際に着目すべき点には、以下のようなものがあります。

・種類

最も基本的な記載項目です。どんな鉱物が入っているのか、見本の写真を参考

に同定してみましょう。

・量比

鉱物の種類が分かったら、それらの量比を比較してみると定量的なデータにな

ります。一般に統計的に意味があると見なされる母集団（総カウント数）は 200
個体ですが、試料が持っている多様性によっては、それ以下でも傾向が出る場

合もあります。

・形

ほとんどの鉱物には、短柱状、長柱状、立方体、平板状など特有の形がありま

す。鉱物が本来持っている形を保っている状態を「自形」と言いますが、河川

砂に含まれる鉱物は、原岩の風化・侵食や運搬の過程で、角が丸くなったり割

れたりして自形を失っているものも多いです。一方、火山灰等に由来するもの

は比較的自形を保っている（「自形性が良い」と表現する）ものが多いです。

同じ鉱物であっても起源等によって形が異なっている場合もありますので、注

意して観察するようにしましょう。

・色



石英、長石は基本的に無色透明ですが、重鉱物はたいてい特有の色を持ってお

り、別名「有色鉱物」とも呼ばれます。同じ鉱物であっても、化学組成の違い

によって違った色を呈することがあり、鉱物の色は起源に関する情報を与える

ことがあります。

==色の記載をする上での注意点==
1.　色の濃さは、粒径が大きくなる程濃く見えます。薄い色のついたセロファ
ンをたくさん重ねると濃く見え、もっと重ねるとほぼ不透明に見えるでしょう。

それと同じことです。ですから、色の比較をする際には、なるべく同じくらい

の粒径のもの同士を比べると良いでしょう。

2.　偏光顕微鏡で単ポーラー（＝下方偏光板のみを入れた状態）で観察した場
合、ある種の鉱物は、結晶軸の向きによって色が変わって見えます。この性質

を「
たしきせい

多色性」と言います。これは鉱物同定をする際の重要な手掛かりにもなり

ますが、間違って「この試料の斜方輝石には、緑色のものと褐色のものの２種

類がある」などと記載しないようにしましょう。

・その他の特徴

その他、特に気づいたことがあればメモを取るようにしておきましょう。例と

していくつか挙げておきます。

1. 包有物
顕微鏡で倍率を上げて観察すると、内部に別の鉱物が包有されている場合があ

ります。たいてい包有されている鉱物は小さく、ほとんど塵のようにしか見え

ず、種類までは同定できないことが多いのですが、「著しく多くの包有物を含

む」などといった特徴があれば書いておきましょう。また、「結晶の中央部に

だけ包有物が多い」といったような記載も重要な情報です。

2. 
へきかい

劈開

ある種の鉱物には、板チョコの溝のように一方向ないし複数の方向に平行な筋

が入っているものがあります。これを劈開と言い、鉱物ごとにその方向は決ま

っています。「直交する２方向に劈開が発達している」などと記載します。

3. 累帯構造



鉱物の中には、成長時にできた年輪のような縞模様を残しているものもありま

す。様々な種類がありますが、自形の結晶の輪郭に平行な相似形を描くものが

多いです。

こういった特徴は、全てが起源や成因と一対一に対応するわけではありません

が、時としてそれらに関する有力な情報を与えます。

写真・スケッチをとろう

もし写真を撮影できる装置があれば、ぜひ写真を撮りましょう。「百聞は

一見に如かず」ということわざ通り、1 枚の写真は 100 の言葉で説明するより
雄弁に観察事実を物語ることがあります。写真を撮る際には、「この写真で何

を説明したいのか」という意図を明確に持って撮ることが大切です。

写真同様有効なのがスケッチです。スケッチは写真よりもさらに説明した

い部分を強調して描くことができる点が有利です。ぜひ写真やスケッチを積極

的に取りましょう。

鉱物の同定や記載は難しいものです。プロの研究者でも間違うこともあり

ます。最初は、何が重要な情報で何がそうでないのかの判断にも戸惑うことが

あるでしょう。まずはできる範囲で構いません。観察している内に「おや？」

と思うことが出てくるかも知れません。それを自分で後から見た時に分かるよ

うに、あるいは他人に伝わるように書き残しておくことが大切です。








